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序 文

関和久及び借宿の広範な地域は， 大正末期から多賀城系と下野薬師寺系の古瓦が出土する

ことが学界に知られ， またそこから出土する多賀城系の瓦から神亀 5年設置の白河軍団跡と

推定されてきました。

その後， 約半世紀の間に借宿については寺院跡であることが判明し， その一部ではありま

すが県史跡に指定されました。 県教育委員会は関和久遺跡の重要性に鑑み， 研究者の方々の

助言を得， 遺跡の性格を解明するとともに国史跡指定の資料を得るため昭和47年より調査を

継続してまいりました。

この調査により， 現在までの調査地点ぱ古代白河郡家跡であり， 範囲もほぼ確実となって

まいりました。 本年度は第8次調査を終了し， 所期の目的を達成することができました。 こ

こに本年度の調査成果につきましてその概略を報告いたしますので， 広く県民の方々に認識

を深めていただくとともに， 研究資料としてご活用いただければ幸甚に存じます。

最後に， この調査にご指導いただいた県文化財保護審議会委員伊東信雄博士はじめ各指導

委員，ご協力いただいた宮城県多賀城跡調査研究所の方々， 地元泉崎村， 泉崎村教育委員会，

地元協力者各位に深く謝意を表するものであります。

昭和 55年3月

福島県教育委員会教育長

辺 見 栄 之 助
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1 名 称

2 調査地点

3 調査主体

4 指導委員

5 調査担当

6 調 査員

7 指導・協力

調 査 要 項

関和久遺跡

西白河郡泉崎村関和久字中宿

福島県教育委員会

伊東信雄， 坪井清足， 後藤勝彦， 梅宮 茂， 渡辺一雄

木本元治

高橋信一， 辻 秀人， 藤間典子， 橋本博幸 補助員 仲田茂司

岡田茂弘， 阿部義平， 桑原滋郎， 進藤秋耀， 平川南， 藤沼邦彦， 臼鳥良 一，

岡村道雄， 高野芳宏

8 調査協力 泉崎村， 泉崎村教育委員会， 泉崎村公民館， 関平婦人会， 佐川ーニほか地

元有志15名

9 調査期日 昭和54年10月29日～12月 5日

10 地区割り B MNo 1 ~No 2（真北）を50ライン， BMNo 1を通り直交する線をKAライ

ンとし， 3mごとに西に51 · 52……， 北にKB · KA……とした。 地点表示

の NOOm, W00mもBMNo 1を基点とした。



凸面

凹面

凡 例ー—

1 この調査は国庫補助事業である。

2 編集は木本が担当した。

3 第1章， 第2 章第2 節， 第3 章， 第4 章2 節は木本が執筆した。

4 第2 章第1節， 第3 ~ 6 節は木本， 高橋， 辻が執筆した。

5 第4 章第1節， 第3 節は伊東が執筆した。

6 習書土器については平川が執筆した。

7 平瓦・ ロクロ調整杯の分類 については第1 · 2 表を用いた。

＾ 弟 1 類 第 2 類 第 3 類 ＾ 弟 5 類 第 6 類

ロクロ目 縦ヘラ削り 不定方向ナデ 縄目タタキ ヘラ削り縦ヘラ削り

布目、 模骨痕 ロクロ目 布目、模骨痕 布目、 模骨痕 ヘラ削り

第1表 平瓦分類表

再 調整 切り離し 類 別 再 調整 切り離し

回転ヘ ラ 削 り 不 明 1 類 国転
（
一ヘ

部
ラ削

）
り 回転ヘラ切り（体下部＋底部）

回転ヘラ切り 1 a類
回』に

回転糸切り

と上／ 回転糸切り 1 b類 ヘラ削り 静止糸切り切り離し痕
手持ちヘラ削り

回転ヘラ削 り 静止糸切り 1 C類 （一部） 回転ヘラ切り

手持ちヘラ削り 不 明 2 類 韮〉江し／ 回転糸切り(1本下部＋底部）

回転ヘラ切り 2 a類 ヘラ削り
静止糸切り切り離し痕

呈仁／ 回転 糸切り 2 b類 再調整なし 回転ヘラ切り

手持ちヘラ削り 静止糸切り 2 c類 ＼ 回転糸切り

第2 表 ロクロ整形杯形土器分類表
• J 

切り離し痕 静止糸切り

第 7 類

格子目タタキ

布目、 模骨痕

類 別

3 a類

3 b類

3 c類

4 a類

46類

4c類

5a類

5b類

5c類



第1章 調 査 報 告

第1節 前年までの調査

昭和47年度 10月3OH ~11月15日（関和久遺跡 I 1973年3月 福島県教育委員会）

航空測量図作成の予備調査。 SB01 ~03の有礎建物跡の存在を確認。

昭和48年度 10月11日～11月10日（関和久遺跡II 1974年3月 福島県教育委員会）

東群の有礎建物S B01 ~03と西群の有礎建物SB05, 06, 掘立のSB04, 07 を検出。

昭和49年度 5 月27日～6 月 5 日（関和久遺跡一県道拡幅工事に伴う調査ー1974年12月 泉崎

村教育委員会）

県道白河一 石川線拡幅に伴う緊急調査で， 台地中央 267mを帯状に発掘， 竪穴住居跡， 溝跡，

掘立建物， 柱穴群， ピッ ト， 土師器， 須恵器， 須恵系土器， 円面硯， 古銭， 植物種子を検出。

昭和49年度 10月21日～11月22日（関和久遺跡III 1975年3月 福島県教育委員会）

遺跡の南西部を調査。 有礎建物跡 3棟， 大溝跡 2条， 井戸跡 1 基， 竪穴住居跡 1棟を検出， 南

辺， 西辺で検出した大溝は郡家の四至を区画し， 一辺2. 5 ~ 3町と推定。

昭利50年度 10月20 ~11月22日（関和久遺跡N 1976年3月 福島県教育委員会）

遺跡東南部を調査。 有礎建物跡4棟， 掘立建物跡4棟， 大溝跡3条を検出，区画溝の3時期の

変遷を確認。

昭和51年度 10月20日～11月20日（関和久遺跡Vl977年3月福島県教育委員会）

遺跡東辺部を調査， 東辺を区画する大溝3条を検出。

昭和52年度 11月 1 日～12月 3日（関和久遺跡VI 1978和 3月 福島県教育委員会）

台地中央部， 東辺部を調査， 掘立建物跡9棟， 1本柱列跡1甚， 大溝跡2 条， 小溝跡1 条， 竪

穴住居跡2棟， ピッ ト等 を検出。 東辺の大溝は郡家の東辺を区画し， 規模は南北3町以上と判明

昭和53年度 10月25日～11月25日（関和久遺跡VII 1979年3月 福島県教育委員会）

台地北半部を調査， 県道の北側より1本柱列1 基， 門跡1棟， 掘立建物跡5棟， ピット3基を

検出。 1本柱列は 「院」 を区画する柵で，53年度の部分 はその東南コ ー ナ ー と推定。 遺跡の南辺

より約4 町付近が北限と判明。

第2節 調査経過

昭和54年度の調査は遺跡の北半台地上の部分 の性 格を確認する目的で開始された。

まず，52年度に検出した柵列（関和久VでSB47 としたものの南辺）の西の延長を検出し， こ

の柵列に囲まれた内部を調査し， 性 格を確認する こととし調査を開始した。

第1 トレンチ

52年度に柵列のコ ー ナ ー を検出した西側， 0区J J · J K-74 ~81区に6 m X24m のトレンチ

を設定， 表土下15cm ~25cm に東西に並ぶ柵列跡， 門跡， 大溝跡を検出した。 表土は軟質の暗茶褐

色土で全体に浅く， 遺構は黄色ロ ー ムの地山に掘り込まれており， 遺構上面は耕作により削られ

ており， 遺構掘り込み面は残っていないものと判断した。

柵列跡が52年度柵列の西の延長上にあり， これに付属する門の南面で溝が切れ土橋状になって

おり，さらにその部分 が ． 遺跡東西のほば中軸線にある ことから柵に囲まれた区画の出入口と判断，

- l -



その内部の建物跡を検出する目的で第2トレンチ を設定した。

第2トレンチ

J L ~ KA-76, 77区に6 m X30m のトレンチ を設定し柵に囲まれた内部の建物群の検出を計

った。 その結果J M · J N -76, 77区により竪穴住居跡状の方形の落ち込み， J O ~ J Q-76, 

77区より3 ~ 4期の切り合いのある掘立建物の柱穴群を検出， 大形の掘り方で間尺も3 m 近くあ

ることからかなり大規模な建物と推定した。 なおJ O ~ J R-76 · 77区では柱穴が黒色土に掘り

込まれており， 遺構掘り込み面の相違か大規模な遺構と切り合っているのかは判断できなかった。

J R ~  J A-76 · 77区では新しい ピット等 も含み切り合いはかなり複雑であったが， 掘立建物

数棟あることが確認できた。

JO ~ J Q-76 · 77区より検出された建物全体を検出するために， J O ~  J Q-7 4 · 75, 78 ~ 

81区を掘り込み精査を行なったと ころ， 南北2間， 東西5間10尺等間の建物の上に 1. 5~ 2 m 西

にずらして3期の切り合いのある南北2間， 東西5間10尺等間の建物跡が切られている遺構であ

る ことが判明した。 この遺構の東半分 は黒色土に掘り込まれており， この黒色面は1 辺1l mの方

形に近い形であったので， 切り合いのある竪穴住居跡と推定していたが， 後に建物の掘り込み地

業跡と判明した。

J O ~ J Q-7 4 ~81区の大形建物S B80 · 81 の前方の建物跡を調査するためにJ L ~  J N-7 4 

· 75, 78 ~81区を掘り込み， 精査したところJ L ~ J N -79 ~81区 より東西2間， 南北3間の掘

立柱建物， J L ~  J N-7 4 ~76区より東西2間， 南北1間， 東西2間， 南北2間の2棟の掘立建

物を検出。 これらは方形の黒色の落ち込みを切っており， これが小形の掘り込み地業である こと

が 確認された。

台地西端の崖付近の遺構のあり方と， 崖が後世の削平により生じたものかを確認するためJ J '  

J K -82 · 83, J Q -82 · 83を調査した結果， 柵列の西端は崖付近で止まり， 北に折れるかは確

認できなかった。 J Q-83区では南北に走る3期の切り合いのある1本柱列を検出したので， ｝崖

に沿って柵列があったものと推定された。

第2トレンチのJ T · K A-76 · 77 より検出した柱穴群を追って， J T · KA -78 · 79区を掘

り込んだと ころ東西 4間以上， 南北2間以上の掘立建物跡であることを確認した。 この建物は東

西12m 以上の掘り込み地業を切っていることが判明した。

第3節 調査日誌

10月29日（月） くもり

現場テント設営。 規準杭.No.66 (N27, 421m, Wq8,07 4m) , No.67 (N27, 421m, W71,997m), 

No.68 (N 4 4, OOOm, W71, 997m), No.69 (83, 95 4m, W71, 997m), No.70 (N 83, 95 4m, W98, 996m), 

No.7l(N83,95 4m, W 42,002m) を設定。 0区ー J I · J J -7 4 ~81 に第1トレンチを設定し掘り

込み。 S D 42 の西延長らしきものを検出。

10月30日（火） 晴一時雷雨， 降雹あり。

第1 トレンチ表土剥離完了， S B81, S A82 · 83, S D98 の一部を検出。 規準杭No.72(N 105,000 

m, W72,000m), No.73(N105,000m, W99,000m) を設定。 J K ~ J O -76 · 77 に第2トレンチ

- 2 -
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を設定し掘り込み開始。

10月31日（水） 晴のち曇

J I · J J -76精査。 第2トレンチをJP~KA-76·77まで延長。

11月 1 日（木） 晴
第2トレンチ表土剥離完了， 全面精査。 J Q-78より大形の柱穴検出。 JP · J Q-78~81を

拡張柱穴群検出， 大形の建物らしい。

11月2 日（金） 晴
JP · J Q-81, J L~ J 0-78~80を掘り込み。 J N · J 0-78~80を精査， 柱穴群は南北

2間， 東西4間以上の建物と判明。

11月5日（月） 曇

J O · J Q -74 · 75掘り込み， 精査， 建物東半分の柱穴検出。J K-78~80掘り込み， S K94 

を検出。

11月 6 日（火） 晴

J O · J Q-74 · 75精査， S B90は東西5間・南北2・間と判明。柱穴の切り合い確認作業。

11月7 日（水） 晴

S B92を検出。 JR~K A-76 · 77を精査， 遺構検出。

11月 8 日（木） 晴
J R ~ K A -76 · 77精査， 建物2棟検出。S B90上面掘り込み。

11月 9 日（金） 晴
S,B90精査， 略測図作製。JK~ J N-78~80精査， S B85 · S K86の一部検出。

11月12日（月） 晴
S B80 · 81略測図作成。S B85 · S K86検出。 JK~J N-74 · 75掘り込み開始。

11月13日（火） 晴

S B80 · 81切り合い確認， その東半部からS X92を検出。JK~J N-74 · 75表土剥離完了。

11月14日（水） 雨のため作業中止

11月15日（木） 曇のち晴
全面清掃， S B90 · 91柱穴掘り込み。 SB81切り合い確認， 掘り込み。現場で指導委員の指導

を受ける。

11月16日（金） 晴

S B90~93精査完了。S B85, S K86掘り込み。S B82 · 83精査。

11月19日（月） 晴

J H-75~77掘り込み， 土橋検出。 J K ~ J N -74~76精査， S B 87 · 88, S X 89を検出。

11月20日（火） 晴

S B87 · 88切り合い確認， 柱穴掘り込み。 S K94掘り込み。

11月21日（水）

SB81, SA82·83切り合い再確認。杭打ち， 遣板設定。

- 3 -



11月22日（木 ） 雨のため作業中 止。

11月26日（月 ） 雨のため作業中 止

11月2 7日（火） 晴

全面清掃， 遺構細部検討。 遣方の水糸設定。

11月28 日 （水） 曇のち雨

全 面清掃， 写真撮影， 実測開始。 午後雨。

11月29日（木 ） 曇

遺構実測。 ロ ー リ ン グタ ワ ー 移動， 写真撮影。

11月30日（金） 晴

全員遺構実測， 指導委員の指導。 午後， 現地説明会。

12月 3 日 （月 ） ． 4 日（火） 晴

遺構実測。

12月 5 日（水）

遺溝実測， 一部断ち割り。 午後現場徹収。

第 2 章 発 見 遺 構

第1節 建物跡

S B85 建物跡 （第4 図 • 第6 図版）

本道構はJ K ~  J N- 78 ~80区において検出された東西2間， 南北3間の掘立柱建物遺構であ

る。 主軸方位 はほぼ真北 を 示す。

柱痕間の距離は東西4 .8 (2 .3+2 .5) m, 南北7 .2 (2 .6 +2 .1+2 .5) m を 計り， 平均値2 .4 m の

8 尺等間の建物と考 え られる。 柱穴掘り方は8 0cm 程の方形 を 呈し， 壁はほ ぼ垂直に掘り込まれて

いる。 埋土はロ ー ムブロ ッ ク を 含 む ボ ソ ボ ソ の黒褐色土である。 柱痕は2 0cm の円形 を 呈する。 遺

物は出土しなかった。

S B8 7建物跡 （第5 図 第6 図版）

本遺構はJ L ~ J M -74 ~ 76区おいて検出された東西2間， 南北1間の掘立柱建物遠構である。

主軸方位は E -5 ° -N を示す。

S B88 建物跡掘り方に切られている。 柱痕の残る南側の東西柱穴列より東西4 .8 (2 .4 +2 .4) m 

の8 尺等 間 南北3 .3 m の1 1 尺間の建物と 考 え られる。 柱穴掘り方は80 cm の方形 を 呈し， 壁は垂直に

掘り込まれている。

S B88 建物跡 （第5 図 第6 図版）

本遺構はJ L ~ J M -75 ~ 76区において検出された東西2間， 南北2間の掘立柱建物遺構であ

る。 柱痕は確認されなかった。

東西柱穴間の距離3 .6 m, 平均値1.8 m の6 尺等間， 南北柱穴間の距離3 .6 m, 平均値1.8 m の6

尺等間の建物と考 え られる。 柱穴掘り方は50cm の不整方形を呈し， 壁は垂直に掘り込まれている。

- 4 -
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氏叶―
瓢 S B87
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第 5図 S B87 · 88 · S X 89実測図

S B 9 0 建物跡（第 6 · 7 図 第3~ 6 図版）

N95 

0 2 m  
1 ,  9 9 ,  l 

調査地区中央部 J N ~ J Q -74 ~80区 よ り検出され た 東西 5間， 南北 2 間の掘立柱建物跡で，

建替 え は3回である。

S B 9 0A 

一番新しい S B 9 0Aは径 1 . 2~ 2 m の不正円形又は楕円形の掘り方を有し， 埋土には多 く の焼

土を含 んでボ ロ ボ ロ である。 柱痕は直径35cm~6 0cmあり， 北柱列， 東妻には全て見られる。 柱痕

の間隔は北柱列で西 よ り3+ 2.85+3. 1+ 2 . 9 +3. 15m で平均3m , 東妻では北から3. l+ 3 m で

平 均3. 05m , 南柱列の中で柱痕のある中央の柱間も3m であり， 1間3m ,  10尺等間の建物と考

え ら れ， 南北軸線は 真北よ り 2°東にふれている。 掘り方の埋土からは 2 類， 5b類の土師器杯， 5b

類の須恵器杯 （ 多賀城の9b類） 、 い わ ゆる須恵系土器， 2 類の杯でいわ ゆる須恵系土 器的焼の土 器

が出 土 し て おり， 1 0世紀又は11世紀頃の建物と考 え られる。 東妻 よ り 2 番 目 と3番の柱筋とS B

81Aと柱筋が 通 じ て おり， 時期的に対応すると考 え られる。

S B 9 0B 

同 じ 東西 5間， 南北 2 間， 10尺等間と考 え られる建物であるが， 西 よ り 2 間目 の所に 北 よ り 6

尺 十 8尺 十 6 尺と推定される間仕切りが入る。 この間仕切りの柱痕から推定 すると， S B 90 A よ

り約 50cm東と南に， S B 91よ り 1. 5m 西にづらして建てられていたと考 え られる。

- 7 -
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第 6 図 S B90 · 91 · 92 · 93実測図
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第 7 図 S B90 実測図
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S B90 C 

S B90 B に切られている東西 5 間 ， 南北2間の掘立柱建物で， SB

90B とほとん ど同じ場所 に 建 てられており， 10尺等 間 の建物と考 え ら

れる。 西より2 間目 に ， 北より6 尺十 8 尺十6 尺と考 え られる間仕切

りが入る。

最後に 北西コ ー ナ ー 柱穴を断ち割 っ たと ころ， 深さはSB90A は 確

認面より70 cm , B は1. 15m , C は80 -90cm ある こと力渭窟認され た。 S

B90B に は径35-38cmの円 形の柱痕が あり， 底の部分 に はほぼ円形に

拳台の円礫を敷 き つめられ， 礎板石と言 え るような状態だっ た。

（第8 図 第 5図版）

S B91建物跡 （ 第6 · 9 図 第3 · 6 図版） 第8 図
J N ~  J Q - 74 ~ 79区より検出され た東西 5間， 南北2 間 の建物で

＇ 北西コ ー ナ ー 柱穴断割り図
掘り方 はS B92 · 93を切り， SB90 に切られ ている。 柱痕の見られる

北側柱列東の1間目 ， 南側柱列中央の柱間 隠 は それ ぞれ3 m で， 他も約3 m 間 隔で掘り方 に収ま

-
A
 
A
 

るので10尺等間と考 え られ る。 西から2間 目 に 東西1. 4m -1.6 m , 南北3 .0 5m の掘り方 に 2 .4 m

間隔で直径30 cm の柱痕を有 す る問仕切りが入る。 柱間 隔 は 北より1 .8 m , 2 . 4 m ,  1 .8 m であり， 6 尺

+ 8 尺 十 6 尺 と考 え られる。 南柱列の東 ・ 西各1 間 目 柱穴に は 抜 き 穴が 見られる。 建物の南北

I W7S 

NllO 

S B91 

冒 SX 92

冒冒 S B93 I W80 I W75 

z 4 m  

第9 図 SB9 1 SB92 SB93実測図

， 



軸 は ， 真北 よ り 東 に 4 . 5゜ ふ れ て い る 。

S B 93 （ 第 6 · 9 図）

J O ~ J Q - 77 · 78区 よ り 検出 さ れ た 掘 立柱建物跡 で S B 90 · 91 , S X 92 に 切 ら れ， 柱穴 3 本

の み が検 出 さ れ た 。 1 辺 1 . 0~ 1 . 2 m の 方形 の 柱穴 で柱痕 は 見 ら れ な い の で正確 な 柱 間 隔 は 不 明 で

あ る が， 1 間 3 m ~  3 . 6 m を と る こ と がで き る 。 お そ ら く こ の柱 列 の 東 側 は延 び る 建物で， そ の

大 部分 は S X 92 に よ り 切 ら れ て い る 。 建物の 南北軸 は 真北 よ り 14 . 5゜ 西 に ふ れ て い る 。

S B 96 建物跡 （第10図 第 図版）

J S ~ K A - 76 · 77 よ り 検出 さ れ た 東西 2 間 以上， 南北 2 間 の掘立柱建物で， 東 西棟 に な る も

の と 思 わ れ る 。 柱 穴 は 比較的小 さ く 1 辺60~ 70cm程度 の 方 形 で あ る 。 柱痕跡 は 検 出 で き ず， 柱間

寸法 は 明 ら か では な い が， ほ ぼ 7 尺等間 に な る よ う で あ る 。 建物方 向 は 発掘基準線 に 対 し て ほ ぼ

一致 し て 東 西 を 指 し て い る 。 柱穴 は S B 96,  S X 97 を 切 っ て 掘 ら れ て い る 。

S B 99 建物跡 （ 第 10図 第 9 図版）

調査地の北端 K A - 76 ~ 79で検出 さ れ た 東 西 4 間 以 上， 南北 l 間 以上 の 東 西棟 で あ る 。 柱穴 は

長 方 形 で柱 は 直径15 ~ 20cm の 丸柱で あ る 。 南東隅 の柱 だ け は北 に 抜 か れ て い る 。 検出 さ れ た 3 つ

の 柱痕跡間 は 西 よ り 1 . 8 m , 2 . 4 m を は か り ， 柱 間 寸 法 は 南側柱列 で 6 尺， 8 尺 ， 8 尺， 6 尺 に な る と

思 わ れ る 。 建物方 向 は ， S B 96 と ほ ぼ一致す る 。 柱穴は S B 96 に 切 ら れ ， S X 97 を 切 っ て い る 。

w 8 ゚

Nl20 

SB96 詞：旦：： S X97 W85 

疇 sB99

Nl20 

W80 

第10図 S B94 · S K95 · S B96実測図
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第11図 J I  · J J -74 ~81実測図 ° 2 m  
l ,  9 9 ,  1 

第 2節 一本柱及び門跡

（第11図 第1 · 8 · 9 図版）

S A8 2 一本柱列跡 （第12図 第 図版）

J J -74 ~8 2 E から検出された一本柱列で，

中央部で四脚門SB81に取りついている。 門 の

西側で 7間， 東側で3間検出 され， 柱穴は一 辺

8 0cm ~ 1. 2  m 程度の 方形又は不正方形の もの

で， 3 回 の 建て替 え が検出 されたもの である。

柱間 隔は， 柱痕 の 中心を取れば門の西側は西よ

り2 . lm + 2 . 2m + l .8m + 2m + l .8m + l . Sm で

門 に取り付 く 部分が1.3m ~ 1 .4m , 東側は西よ

り門に取り付部分 l . lm ~ 1.3m + z .Om で次は

柱痕が 見られない。 門に 取り付 く 部分を除 く と

門 の 西側が平均1. 95m , 東側で約 2m で6 尺又

は 7尺間隔と考 えられる。 方向 は東西方向 に 走

っ ている。 遠物は， 掘り方 内から第4 ほ頁土師器

杯な どが検出されているの で‘ , 10 世紀以降の時

代と考 え られる。

S B8 1 門跡 （第12図 第1 · 9 図版）

J J · J K - 76 · 77 E より検出されたSA8 2 

が取り付 く 東西 1間， 南北 2間の掘建 柱建 物で，

3 回 の 建 て替 え が ある。 柱 穴はS B81B · C は
一辺90cm ~ 1. 2m 程度の 方形 ， 又 は長方形を呈

するが， S B8 1A ではSA8 2が取り付 く 柱では

一辺75cm ~ 90cm の 方形を呈し， そ の 南北の 柱で

は直径55cm ~80cm の 円形もし く は不正方形を呈

する。 柱痕は検出 されず， 柱間隔は不明である

が， 東西10尺， 南北6 尺十6 尺と考 え ることが

できる。 この 建物はSA8 2 の取り付 く 柱が主柱

で南北両 側の柱を副柱とする四脚門と考 え られ

る。 建物は4 械頁土師 沿の杯や い わ ゆ る須恵系土

桝灰釉 陶器の破片が 見られるの で10 世紀以降の

ものと考 えられる。 S B81A とSB 90A の 東妻

より 2間 目 の 柱筋が 通 っ ておりS B81はSB 90 

に 対応する南門と考 え られる。

S A83 一本柱列跡（第13図 第8 図版）
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J J · J K -74 ~8 1区よ り検出された 一本柱列でSA83A で9間が検出された S B8 1 · S A82 

に切られた 一本柱列である。

S A83A 

S A83A は9間分 の柱穴が検出され， 西 よ り7間目のS B81 に切られてい る部分 のみが柱間隔

が広 くな っ てい る。 こ れよ り西の6間分 は掘り方の中 心間を測ると 11. lm で1間平均1 .8 5m と な

る。 柱痕の残 っ てい る西 よ り2間 目 と 5間目はそれぞれ1 .8m , 2 .0m で平均は約6 尺と 考 え られ

る。 S 881 に切られてい る部分 は掘り方中 心間で3 .0m ~3 .1 m で10尺と 考 え られ， その東の2間

分 も6 尺間隔 と 考 え られる。 こ の10尺の部分 は門の場所 と 一致 し ， 門以前 に も簡単 な く ぐ り門的

な ものが作られてい た と 考 え られる。 方位は西 よ り3. 5゜ 北 に ふ れてい る。 遺物は掘り方よ り 鉄斧

（第16 図15版） が1 点出土 し て い る。

S A83 B 

柱間隔10尺の部分 よ り西 に は 5間分 検出され， 西端の柱穴の柱痕から 5間目の掘り方の中心 部

までは約10m で平均柱間隔 が 2 m と な り， 7 尺に近い数 値 と な る。 こ の間はSA83 B で柱間隔7 尺

で 5間であっ た ものが ， 建 て替 え の と き柱間隔6 尺で6間のSA83A に変 え た もの と 考 え られる。

な おS 890 の西 に 3 回 の建替のある南北に走るSA 100 が あり， こ れらと 同様一本柱列が建物

群の西側 に も走 っ てい た と 考 え られる。

第 3 節 溝跡

S D42 溝跡（第11 図 第1 · 8 · 9 図版）

J I · J J -74 · 7 5区 よ り検出 し た 溝で， 上幅は2 m 前後 と 考 え られ， 第7 次調査のS D42 の

西の延長である。 西端部はJ I · J J -7 5~76 にかかる部分 で 「 U 」 形 に な り終 っ ている。

S D98 溝跡 （第11 図 第8 · 9 図版）

J I · J J -77区よ り始 まりJ I · J J -83区で台地西側の崖 に 落ち込 む溝で， J l · J J-

78 E では上幅2 .0 5m, 底幅46cm , 測さ3&m の中間 に 軽 い段を有する溝で， S D42 から 4 . 5m 西側

からこの溝が始めており， その間は土橋 と な りS B81 の四脚門が入 っ ている。 遺物は 1類 ・ 2類

の土 師 岱杯 と と も に 須恵系土器 と 考 え られる破片， 2類 で焼成は須恵系土器 と 同 じ 杯（第16 図

第 5 · 6 図版） が上面近くから検出されてい る。

第 4 節 竪穴住居跡

S I 84 竪穴住居跡（第11 図 第1 · 9 図版）

J J · J K-76区よ り検出され， S 881 , SA82 · 83, S 047 に切られ， 西半分 の深さ5 ~6

cm を残すのみである。 プランは南北 4 .8m 前後 の隅 丸方形 と 考 え られるが ， 東半分 は浅 く大きな

中 世の落ち込 みに切られてい る。 こ の落ち込 み中 からは常滑系の甕の破片が出土 し てい る。

第 5 節 ピ ッ ト

S K86 (A · B ) ピッ ト（第4 図）

本遺構はJ L ~  J N-80区 に お い て検出された ピットである。 切り合い 関 係 に よ りA B に分 け

られる。

A はS 88 5に切られてい る ピッ トである。 東西径182cm , 南北径330 cm の南北に長い 楕円形を呈
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し 深さ2&mを計る。 主軸は 真北より西に15 ゜ 振れている。 覆土はロ ー ム粒子， 木炭片を含 む ボ ソ ボ

ソ 状の 黒褐色土である。 裂土中 より内黒土師器杯la類 2 点， 口縁 2 点 ， 甕形土師器胴部片 2 点が 出

土 し ている。

B は 径 190 c m 程 の 円 形を呈する。 A に切られているが ， 壁は垂直に立ち上がる。 裂土はロ ー ム

ブロ ックを含 む暗褐色土である。 覆土中 より内黒土器杯la類 2 点 · 口縁5 点 ・ 小形台付椀1点が

出 土 し ている。

S K9 4 ピ ット（第11図）

J K, J L -77 · 78 区 より検出された東西4 . 45 m, 南北3 .75 m の楕円形又 は 不正円形の ピ ット

である。 埋土は砂利 を含 む 黒 褐色土で， 埋土中 からは 土師器 ・ 須恵器 ・ 円面硯の脚の破片 が 出土

し ている。

土師器 （第 図 8 ~13) は 大部が杯の破片で， 杯は全て内 黒である。 個体が識別 できたもの は

底部で1類 が 1個体， 2類 が5 個体， 高台付杯が 4 個体であっ た。

S K95 ピ ット（第10 図）

J T76区より検出された不整形の ピ ットである。埋まり土は 黄 色 プロ ック混りの黒色土である。

土師甕 が 数 片 出土 し ているが ， 時期は 不明である。

第 6 節 そ の他の遺構

S X89 （第 5 図 第 6 図版）

本遺構は J L ~ J M -75 ~77 区 に お い て検出され た束辺4 . 6 m , 西辺5 . 2 m, 南北辺 7 . 6 m の 不

整長方形を呈す る掘り込みである。

S B87 · 88 及 び ピ ットに切られている。断ち割りでは 籾土 は 2 /9yi に分 か れ る。 上 ／,;r,: は地山 のロ ー

ムブロ ックを含 む や わ らかい黒褐色土である。 壁高は47cm を言1り， 底面から壁にか け ては 丸味を

帯 び， さらに 垂直に立ち上る。 遺物は 平瓦の 第7類 が 1点 出 土 し ている。 上面は削平を受 け 不明

であるが礎石建物の掘込 み地業と考 え られる。

S X 9 2  （ 第9 図 第3 図版）

J N ~ J R-7 4 ~77 区 より検出された東西11. 0 m 以上， 南北12 . 5 m の 方形又 は 長 方形の掘り込

みで深さは 南西コ ー ナ ー 近 くで確認面から深さ7 4cm を測り， 壁は80 ° ~9 0゜ で立ち 上る。 埋土 は 上

面近くは 黒色士で底近くは虎 ジ マ 状になっ ている。 こ れは 建物の掘込み地業の 上部が 削平を受 け

考 え られる。 埋土中 から平瓦第7 類の破片 が 1点出土 し ている。

S X97 （第10 図）

SB96 , S B99 と重複 し て検出された掘込み地業である。 切り合いより調査地では ， 最も古い

遺構の 一 つ である。 東西7 .38 m , 南北 4 . l m を検出 し たがなお北に延 びており， 方形ない し 長方

形を呈すると思 わ れ る。 埋土は 黒色土でさほ ど強 くつ き固めては い ない 。 削平を受 け てい るため，

礎石 ・ 根固め石 等 は 検出 されなか っ たが， 礎石 建物の掘込み地 業であろう。
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第 3 章 出 土 遺 物

第1節 瓦 （第14, 15図）

今回の調 査では瓦は総数 83片 出土し， 軒 丸瓦2 点， 軒平瓦2 点， 丸瓦14 点， 平瓦65 点であった。

瓦は全て破片で83点という数 は迫跡北半の台地上で調 査した第6 · 7 次に近い数 になっている。

軒丸瓦 2 点とも表土出土で瓦当面を欠損 しており文様は不明である。 丸瓦の部分 には内外面

とも磨 き に近いナ デが加 え られている。

軒平瓦 表土から2 点出土しており， 1点は重弧文軒平瓦第 1 •類 （ロ ク ロ 引 き 三重弧文） （第

14 図 第10 図版） 1点は珠文縁鋸歯文軒平瓦の破片である。

し瓦 14 点検出 さ れ， 凸面にロ ク ロ 痕のあるもの5 点， 縦削りのもの 4 点， ナ デのもの5 点あ

り， 行基瓦の破片 が2 点 ある。

平瓦 （ 第14 · 15 図） 65 点 中第1類10 点， 2類9 点， 3類17点， 5類23点， 7類6 点あり，

遺構ではSA 82A より5 類と 7類 が 各1点， S B90A から2類 と5類 が各2 点， S D9 8上層 中 よ

り1類が1点， S X92埋土中より 7類の小片が 1点検出 さ れている。 焼 け瓦は1類 が 1点， 2類

が 8 点， 5 類が 7 点， 7類 が 1 点である。

第2節 土器 （類別 は 凡例参照）

遺構内 出土土器

造構内出土土器で復元 ・ 実測で き たものはS B90A 掘り方． S D99 上層， S K94 · 95 覆土各出

土土器が ある。

S B90A 掘り方出土（第16 図1 ~ 4 第10 図 版 ） 土師器は2類 の杯 ・ 高台付杯， 須恵器は

5b 類 の杯， 灰釉 陶 益の台付椀が 出土している。 須恵器杯には 「南 ？ 」 の墨書が あり，灰釉 陶 器は

白 色 の胎土で硯に転用 さ れ， 内 面に墨の付着が見られる。 こ れらには2b類 ， 4b類 のロ ク ロ 土師器

杯， いわ ゆ る須恵系土器，2b類 で須恵系土器的焼 き の杯， 灰釉 陶 器の破片が伴 ている。

S D9 8上層 出土 （第16 図5 · 6 第10 図版 ） 2類 の杯で内面に磨 き はなく橙褐色で焼 き も

硬く軽い， い わ ゆ る須恵系土器に近い焼 き である。 これらが 1 · 2類のロ ク ロ土師器とともに遺

構検出面直下 より出土している。

S K94 疫土出土（第16 図 8 ~ 13) 1類 のロ ク ロ 土師器杯（第16 図 8 · 10 · 12) 底 部欠損の

ロ ク ロ 土師器杯（第16 図9 · 11) が 2類 のロ ク ロ 土師器杯片， 高台付杯 片 と伴 って確認面直下 より

出土している。

S K95 覆土（第16 図14) 口縁近 く が横 ナ デ， 体部～底部が ヘラ削りの丸底と考 え られる内外

面に段のない内黒杯が， 口縁か 「く」 形に外反 し体部に刷毛 目 のある甕とともに出土している。

第 3 節 硯， そ の他の遺物

硯 今回の調査で硯は3 ~ 4 個体分 ， 6 片 が 検出 さ れている。 内訳は円面硯2 ~ 3 点， 灰釉陶

器からの転用硯（第16 図4 ) 1点である。 遺構からはS B90A より転用硯とS K94覆土中 から円

面硯の脚（第16 図 7 ) が 出 土し， 円面硯の脚底径は2 7 .1cm を計る。 S K94 出土のものは第1 7図 2

可能性もある。
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習書土器 （第1 7図3 ) S P -78区表土中 から出 土し， 1類須恵器杯の底部破片で， 再酸化 によ
ウ タ

り（？ ） 赤色化 した ものが用いられており， 内面 に は 「 有 多 」 「 計倉 ？ 」 ， 外面 に は 「餘 ？ 」 の墨

書文字が判 読できる。

鉄斧 （第16 図15 ) S A 83 A の柱穴掘り方中 より出土しており長さ 7. 4cm, 刃 部幅 4 . 7cm,

肩幅4. 25cmを計る有肩の鉄斧である。

ナ イ フ 形石器 （第17図 4 ) J N - 79区表土中 より出 土した ヌ タ カ イ ト類似の石 質 のナ イ フ

形石 器で長さ4. 2 8cm ， 幅1. 46cm, 厚 さ 0 .5cmを計る。 横長の剥片を利用した柳葉形の石 器で， 表

面 は全周， 裏面は左辺， 基部， 右辺上端部 に 加 工 が 見られ， ナ イ フ 形ポ イ ントに近い 形を呈す。
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第16 図 遺構内出土遺物 1 ~ 4 SB90A掘り方 5 · 6 SD98上層
7 ~13 SK94 覆土 14 SK95 覆土

15 SA83掘り方
1 · 2 · 8 ~14 土師器 3 須恵器
4 転用硯（灰彩陶器） 7 円 面硯
15 鉄斧 （縮尺％）
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第17 図 遺構外遺物 1 · 2 円面硯 3 ナ イ フ 形石 器
1 ~ 4  表土出土 （ 産尺％）

第 4 章 考 察

第 1節 遺構

昨昭和53年度の発掘によって 関和久遺跡の広さは東西250 m, 南北は 420 m 以上の長方形をな

すものである ことが知られた。 北方は 関和久遺跡の南端を区切る大溝S D l3 から北 420 m に至っ

ても ま た建物跡が存在 し ていたが ， すでに山裾が近く， 建物を建 つべき平地があま り な いと ころ

から， それより北にはあま りのびず， 大体当時 の尺度で東西2 町20間， 南北 4町 ( 436 m ) あっ

たのではな いかと思 わ れた。（注 1 )

この南北に長い地域の北半は上面の平担 な 低い台地で現在畑地であり， 南半は阿武隈川北岸の

微高地で， 現在水 田 と な っている。 本年度の発掘は， 昨年度発掘された北方に四脚門を伴 う 柵列

S A72 の内部にとのよ う な 遺構があるかを検出する ことを目指 し て， この柵が南に伸 びて， 西に

曲る柵列（それは昭和52年度の発掘において， 掘立柱建物S B 47 A, 47 B, 48 の南側の側柱列と

見られていたもの）を農道を越 え て 西に追い， その柵列と県道白 河母畑線の間の約760 m' の区域を

発掘 し た。

この狭い区域から第2 章で延 べたよ う に， 建物跡13棟， 柵列跡3 條， 溝跡2本， 土拡 3甚を検

出する ことができた。

建物跡には掘込地業を持った建物跡3棟 ( S X89, 92, 97 ) ，掘立柱建物9棟 ( S B81, 85, 87, 

88, 90, 9 1, 93, 96, 99 ) ， 竪穴住居跡 1棟 ( S T8 4) が ある。

こ れらの建物跡はS B85 以外はすべて複雑に重複 し ている。 掘込地業跡S X89 は上には掘立柱

建物S B87 とS B88 とが あり， S B87 の掘り方はS•B87 の掘り方を切っている。 すな わち この部

分ではS X89 が もっとも古く， S B87 が それに次 ぎ， S B88 がもっとも新 し い。 ま た掘立柱建物

S B93 は掘込地業跡S X92 に切られており， S X92 の上には掘立柱建物SB90, 90 の 1 部分が 重

な り， S B90 は3 回建 直されているが ， その掘り方はS B91 の掘り方を切っている。 すな わち こ

こではSB93 がもっとも古く， S X92, S B9 1, S B90 C, S B90 B, S B90A の順に新 し くな

っていく。 掘込地業跡S X97 の上には掘立柱建物S B96, 99 の柱跡が あり， S B96 の掘り方はS

B99 の掘り方を切っている。 これを整理 し て見 ると建物の新旧 関 係は次のよ う にな る。

S B85 

S X89 → S  B87 → S  B88 

S B93 → S  X92 → S  B90 → S  B90 C → S B90 B →S B90A 
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このようにして重複 しているもの 同 志 の 新旧 関 係はわかるが， 各 グ ル ー プの どれと どれが対応

するものかをきめ る ことはなかなか む ずか しい。

同様な重複 は柵列にも見られる。 これらの建物群の 南側には外側に溝 ( S D42 , 98 ) を伴う柵

列82, 83, 西側には柵列 ( SA 100 ) " が あり， 東側の柵列（昭 和52年度発掘において掘立柱建物

4 7A, 4 7B ,  40 の 東の 側柱と誤認されたもの） と 共に建物群をコ の字状に囲んでいるように見ら

れる。 S B82 はSA83と重複 しており， またSA83には2 回の， SA82 には3 回の 建 直 しがあり，

それ ら がいずれも竪穴住居跡S 184 を切っ，て建 てられている。 したが って ここにおけ る前後 関 係

は S 184 → S  A83B → S A83A → SA82 C → SA82B → S  A82A となる。 SA82 は

四脚門S B81の 両側の 中央の 柱に取りつ け たもので， 門にもやはり3 回の 建 直 しが ある。

これらの 建物の 中 でもっとも古いもの は竪穴住居跡S 184 であろう。 この住居跡は柵列や後世

の 掘り込みによって荒らされていて， わ ずかに西半の底面を遺すの みで， 年代を決定すべき遺物

を伴 わ な かったが 関 和久におけ る他の 竪穴住居の あり方から見て郡家建設 以前 の ものと見 てよい。

次に古いの は掘込地業を持った建物である。 掘込地業を持った建物は本遺跡の 南半での 所見に

よれば 多 く 礎石建物であるから， この場合にも礎石建物の上部が削られて礎石 も根石 も失 わ れた

ものと見 てよい。 礎石も根石 も失 わ れているの で， 東西棟であったか， 南北棟であったかもわ か

らない。 ただS X92 とS X9 7掘込線の 方位を同じ く し ているの に対 してS X89 の 西側の 掘込線は

S X92 によって切られている掘立建物跡の 柱筋と方位を同じ く しているから， S X89 はS B93と

同時期で， S X92 の埋土の 中 から第 7類 の平瓦の小破片 が出土している。 第 7類 の平瓦とは凸面

を磨いているが， 格子目状もし く は斜格子状の切目のところ ど ころにの こり， 凹 面には布目が あ

り， 粘土板桶巻造りの手法によって造ったものである。（注3 ) ， この瓦は 関 和久遺跡の東北6 k m の

処にある矢吹町かに沢瓦窯跡でつ く られたもの であり， そばの竪穴住居跡では 関 和久遺跡でもっ

とも古い軒平瓦であるロクロ 引 き三重弧文軒平瓦と1半出しているから（注4 ) ， 関 和久遺跡の創設

期の瓦と見られ これを出したS X92 は8 世紀前半の もの と考 えうる も の である。 S B90 の表土中

から出土したロクロ 引 き三重弧文軒平瓦はこれら掘込地業を有 す る 建物に 関 連するものであろう。

掘立柱建物は柱の 掘方が3 回しか残 っていないS B93を除 け ば皆掘込地業をもつ建物より新し

いもの である。 掘立柱建物でその形が完全 にその プランを知 り得るの はS B81 , 85, 8 7, 88 , 90 , 

91の6棟だけ であり， 他は発掘地の制限から全形が 不明である。

S B81 は東西に走る柵列SA82 の ほば中央に設 け られた東西1間10尺 ( 3 .6 m ) の 四脚門で，

東西中央の 柱に柵が取付 く 。 柵列と同様3 回建 直されている。

昨年柵列SA 72 の 北方で発見された東門 SB 73と同じ構造であるが， 梁行が2 尺 ( 0 .6 m ) 短

い。 柵列SA82 の 南側には溝S D42 , 98 が あり， 門 の 前 は陸橋となって通路となっている。

S B85 は桁3間25尺（ 7 .2 m ) ， 梁行2間16 尺 ( 4 .8 m ) の 南北棟の内部の 柱の ない建物である。
柱筋は南北に通 る 。 この ような3間2間の プランを持つ建物は 関 和久でははじめ てである が ， 安

達郡家跡と思 わ れる二本松市郡 山台遺跡S B09 （注5 ) ' 多 賀城跡の SB255 , S B25 7（注6 ) '

下野国那須郡家跡と思 わ れる栃木 県出川町の那須官術遺跡R H lOl , R Hl l l ,  Q H141（注 7 ) , な

どで見られるばかりでな く ， 群馬県佐波郡 十三宝塚遺跡の東北建物群， 東南建物群（注8 ) ， 宮城
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県 多 賀城市高平の古代集落遺跡（ 注 9 )． にも見られると こ ろであっ て， 必 し も官街に限るもので

はなか っ たら し い。 S B 87は桁行2間16尺 ( 4. 8 m ) ， 梁行1間11尺 ( 3. 3 m ) の東西棟であ り ，

S B 88は2間12尺 ( 3 .6 m ) 四 方の建物であるが， その性格は不明である。 前者は郡山台SB16 

号（ 注10 ) ， 多 賀城S B 742 ， 後者は多 賀城 SB 735, 751（ 注11 ) ，にその例がある。

S B 91 は桁行5間50尺 (15 m ) ， 梁行2間20尺 ( 6 m ) の東西棟であっ て， 西から2 番 目 の柱筋

に6 + 8 +6 尺の間仕切がある。 こ れ が位置を少 し 西にずら し て同 じ 大きさに建替 え られたもの

が S B 90 で， こ れには2 回の建替 え ( S B 90 B ,  90A ) が ある。 5間 X 2間10尺間の建物という

と， 関和久では最大級の建物で， S B0 -4A, B, S B24A , B に並ぶものである。 本年度発掘 し

た建物群の中 での主要な建物であっ たろう。 郡 山台遺跡S B15, ( 4 9尺 X22尺）（ 注12 ) ， 多 賀城跡の

S B4 79( 4 9尺 X21尺）（注13), S B161(40尺X20尺）（ 注14 ) ， に匹敵す る建物である。 こ の建物におい

て注意す べ きこ とはSB 91 の東西の柱筋の方位 が E -4 ゜45 '-S で， 四脚門のある柵列SA 82 の方

位の真東西であるのに一致せず， E -3 °45 ' -S のSA 83に近い こ とである。 し たが っ てS B 91 の

時期の柵はSA 83で， S B 90 の時期の柵が SA 82 とみられ， 四脚門はS B 90 時代の門であ り ， S 

B 91 の時期には幅10尺の控 え 柱のない門であっ たと思 わ れる。 もっ とも新 し いSA 90A の掘 り 方

からは 9 ~11 世紀の土器片 が出て い る ( 15 · 18頁） 。 また柵列SA 82 の前の溝S D 98の上層 も同様

な土 片を伴 っ ている。 し たが っ て こ れらの 掘立柱建物群が 9 世紀から11 世紀頃のものであるこ と

は認 められよう。 他の掘 柱建物は部分 的な発掘であるので， 細かい内容はわからない。

わ れ わ れはこ れ まで 関和久遺跡の南半には倉庫院 が あ り ， 北半には郡院， 厨院が存在す るので‘

はないかとの想定のもとに発掘を続 け てきた。 今 回の発掘で北半の台地上から柵によっ て囲まれ

た倉庫ではない 9 ~ 1 1 世紀の掘立 柱の建物群が発見されたこ とは， わ れ わ れの予想を裏切らぬも

のであっ た。 ただこ れら掘立柱建物群の下から発見された3棟の掘込地業を持つ建物は礎石建物

と思 わ れるのであるが ， 関和久にお け る礎石建物跡は倉庫であっ た場合が 多 いので， こ の地にも

かつては倉庫群が存在 し たのかも知 れ ぬ。 それはS X 92 の埋土の中 から出た瓦片が示すように 8

世紀の こ とであろう。 こ の付近からは昭和4 9年5 ~ 6 月 に行なっ た県道白河母畑線の拡幅工事の

ための事前調査の際 にも同 じ瓦が出ているから（ 注15 ), 8 世紀からこ の台地上が 郡家の範囲内に

はい っ ていた こ とはた し かである。 当時の当郡家の構造が 9 世紀以後のそれと同 じ であっ たか は

もう少 し 時間をか け て検討す る必要がある。

注1 福島県教育委員会 「 関和久遺跡」 VII 1 979年3月

注2 福島県教育委員会 「 関和久遺跡」 N 30 ~31 頁 1 976年3月

注3 福島県教育委員会 「 関和久追跡」 m 24 頁 1 975年3月

注4 福島県教育委員会 「 関和久遺跡」 V 附章参照 1977年3月

注5 二本松市教育委員会 「郡 山台」 11I

注6 宮城県教育委員会 • 宮城県 多 賀城跡調査研究所

「 多 賀城跡 — 昭和46年度発掘調査概報」 1971年

注 7 栃木 県小川町教育委員会 「那須官術跡第四次緊急発掘調査報告書」 昭和5 1年3月

注 8 群馬県教育委員会 「十三宝塚遺跡発掘調査概報」 II , ID 1 976年 1 977年
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注 9 宮城県教育委員 会 ・ 宮城県 多 賀城跡調査研究所 「多 賀城跡 ー一＿ 昭和48年度発掘調査概
報」 1973年 3 月

注10 5 に 同 じ

注11 宮城県教育委員 会 • 宮城県 多 賀城跡調査研究所 「 多 賀城跡 — 昭和49年度発掘調査概

報」 1974年

注12 5 に 同 じ
注13 1 1 に 同 じ

注14 多 賀城町 「 多 賀城跡第 6 次 （内城東北部） 発掘調査概報」 昭和45年 3 月
注15 福島県泉崎村教育委員 会 「関和久遺跡 一 県道拡幅工事 に伴 う 調査 ー 1974年12月 」
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第 2 節 出土遺物

瓦 瓦 は 今年度調査地区で総数 83点

と昨年同様は数 は少なく， 遺跡北半の

台地上の今までの地点と同じ傾向がう

かが え る。 平瓦は2 · 5 · 7類 に焼 け

瓦が 見られ， S B90 の建物掘り方の焼

土とと も に 火 災 が あっ た ことが推定さ

れる。

土器類 今年度調査地区 からは土師

器 ・ 須恵器， い わ ゆ る須恵系土器， 及

び そ の類似土器， 灰釉 陶器が出土して

いる。 今 までの須恵系土器といわ れて

いた ものは ， 杯の切り離し ・ 再調整技法

分類では5b に属するので須恵系土器5 b

類． 今回出土 した類似品は技法的には

2 · 2b類 に属するので須恵系土器2 .

2b類としておく。 須恵系土器2類 は表

土 ， S B90A · S A98 上層 から出土し

ている。 S B90A では土師器杯1 · 2 

· 2b · 4b · 5b類， 須恵器2 · 5 b類， 須

恵系土器4b · 5b類 に伴い（第3 表） ，

9 ~11世紀頃の各期の遺物が 伴 っ てお

り， 遺構の年代は10 世紀又は10 ~11世紀頃と考 えられる。 しか しS D98 上層では須恵系土器2類

-------- S B90A S 098 上層

土 師 器 l類 4 8 

2類 7 7 

2b類 2 

4b類 3 

5 b類 7 

須 恵 器 2類 1 

5 b類 2 

須恵系土器 2類 6 1 

2b類 1 1 

4 b類 1 

5 6類 ， 
計 43 17 

第3 表 技法別出土土器一覧表

と 土師器杯1・2 のみが 伴 っ ている。出土層位が溝上層 で量 も 少なく断定はできないが ， 土師器杯1・

2類の組合せ は9 世紀代と考 えられ， また 須恵系土器5b 類は10 世紀後半～11世紀と考 えられてお

り、 須恵系土器2類 は土師器杯1 · 2類 に伴うとすれば5 b類に先行する も のであるか も しれない。

硯 今年度は少なくと も 3 点 出土しており計6 点となっ た。 これらは全 て遺跡北半の台地上よ

り出土しており， 南半部の倉庫院に対し， そ れとば性格を異にした地区と考 えられる北半部の性

格を示している も のと考 えられる。

習書土器 回転ヘラ削り須恵器杯 ( 8 世紀）の底部おろび底部内面に墨書 し

（底部内面） （底部） ている。 草書体。

〔

餘
〕

LJ

□

 

〔

計

倉
〕

ロ
ロ

「有 多 」 な どを習書している。 「有 多 」 は宇多 に通 じ よ う か。

（例） 大和 国宇智郡 『続 日本紀』 文武二 (698 ) ・ ニ ・ 丙申条ほ

「l
有LJ

有多

□

多
- 美濃国不破郡 有賓郷 『和 名類 緊抄』 。 宇保郷 『大 日本古文書』 巻

n '------' 四， 西南角 領解， 天平勝宝九 (757 ) · 四 ・ 七。

か。 有 智郡 『続日本紀』 和 銅七 ( 7 14 ) ・ 十一 ・ 戌子条。
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上野国甘楽郡有旦郷 『和名 類漿抄』 （旦 は 高 山 寺本 に よ る ） 。宇芸神社 『延喜式神 名 帳』 o

r和名 抄』 に よ れ ば， 陸奥国 「宇 多郡」 （現福島県相馬郡） あ り 。 宇 多郡 の 初見記事は 『続 日

本紀』 養老二 ( 718 ) 年 五 月 乙 未 で ， 「国造本紀」 の 「浮田 国造」 は こ の宇 多 郡 に 相 当 す る と さ れ

て い る 。

し た が っ て ， 習 書 で土器 に 記 さ れ た 断片 的 資 料 であ る の で確定 す る こ と は む ず か し い が ， 一応前

記 の 類例 を 参照 す る な ら ば， 「 有 多 」 ＝ 「宇 多 」 と み て 差 し 支 え な い で あ ろ り 。 そ し て 当 遠跡 が

古代 白 河郡家跡 と み ら れ て い る だ け に ， 同 じ 陸奥国南部の郡名 の 習 書 な ら ば そ れ ほ ど不 自 然 で は

な い で あ ろ う 。

他 の 文 字 は 「 計倉」 と 読 め そ う で あ る が， そ の 意味 も 含 め て 後 考 を ま ち た い 。

第 3 節 ま と め

( 1 )  本年度 の 発掘 に よ っ て 東西 250 m ,  ( 2 町20間） 南北 436 m ( 4 町） と 推定 さ れ る 関和 久遺跡

の 北半 の 台地上 に 柵列 に よ っ て 区切 ら れ た 一部 に 掘立柱建物群 の あ る の が発 見 さ れ た 。

(2 )  検 出 さ れ た 掘立柱建物 は 1 3棟 あ り ， 複雑 に 童複 し て い る の で柵 内 の 建物配 置 の 時代 的 変遷 を

把 え る こ と は 困 難 で あ る が， こ の 建物群 の 中 心 的 な 建物 は 南 門 を 入 っ て 突 き 当 り に あ る 東 西 5

間 1 5m (50尺） 南北 2 間 6 m (2Cl尺） の 官衛風の建物で あ る 。 こ の建物 は 関 和 久遺跡 に お け る

最大級の建物 で あ る こ と 。 遺跡 の 南北中 軸線上 に 南門 を 持 っ た 柵 に か こ ま れ て 存在 す る こ と に

よ っ て 関 和 久遺跡内 の重要 な 建物 と 想像 さ れ る の で あ る が， あ る い は 郡 の 行 政 を 行 う と こ ろ の

郡庁 で あ っ た か も 知 れ ぬ 。 そ う す る と ， こ の 柵 で仕切 ら れ た 一部 が 「 令躾解」 の儀制 五 行條所

引 の 「古記」 に い わ ゆ る 郡家 の 郡院 で あ っ た 可能性 も あ る 。

(3 )  出 土遺物 か ら こ れ ら の建物は 9 世紀 か ら の 掘立柱建物 の 建 て ら れ る 以前 に は こ こ に 掘込地業

を 有 す る 建物 一 そ れ は お そ ら く 礎石建物で， 正 倉 で あ っ た ろ う が 3 棟 存 在 し た 。 こ れ

ら は 8 世紀 ま でi朔 る も の で あ る 。

(4)  こ の よ う に 関和 久遺跡 の 内部 の 建物の配磁 に は 時代 に よ る 変遷 が あ っ た の で あ る が， こ の遺

跡 を 古代 の 陸奥国 白 河郡家跡 であ る こ と を 否定 す べ き 材料 は な に 一 つ な い 。
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